
日本三奇祭の一つ。西大寺の“はだか祭り” 

西大寺の会陽

指定区分 国指定重要無形民俗文化財

読みかた さいだいじのえよう

所在地 岡山市東区西大寺中（西大寺観音院）

指定年月日 平成28年3月2日

解説

毎年2月の第3土曜日の夜中、観音寺本堂
の御福窓（ごふくまど）から投下される宝木
（しんぎ）を奪い合う伝統行事で、正月に行
われる修正会の結願の行事として行われ
る。寺伝によると、会陽の起源は、室町時
代後期に祈願された護符を争奪したことに
始まるとされる。別名”はだか祭り”と呼ば
れる。日本三奇祭の一つ。

アクセス方法 JR西大寺駅から徒歩10分

公開状況

開催日：［はだか祭り］2月第3土曜日、［練
り供養］第4日曜日、［柴灯護摩（さいとうご
ま）］3月第1日曜日 / 問：西大寺会陽奉賛
会 086-942-0101

設備

「はだか祭り」当日は交通規制のため臨時
駐車場を利用

備考


